
 (ohnuma kaoru) 

【Zigzag-memo No26】 真の寛容性とは 

 

 下図に触れた感想である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「寛容」は陰陽二元相対（待）性原理の陽原理に従えば、「放縦」に陥る。そこで、識

者は、寛容性と、振り戻す緊張・厳格との調和が大切だと言う。人間は元来、向上心と共に怠け者・横着者の両面を持つが、「ゆとり・寛容」などと称する言

葉を仕事、業務、職場に安易・安直に持ち出すと、怠惰の安きに流れるのが人間の性分であり、いわゆる、手抜きの月給泥棒化するものである、これでは一

部だけが得をすることになり組織の人間関係は上手く回るのか。したがって、この記事等の方便は、理屈だけの美辞麗句の範疇にあり、現場における人間関

係、職場環境の醸成においては、よくよく考える必要があると思う。本当の寛容とは、二つの新聞記事の執筆者のようなことはどうでもよく、この場ではい

ちいち指摘しない。 要は、自己主張に固執しない、上下・左右、四方八方の全方位、「ごちゃ混ぜ」を全部許す心情こそが真の「寛容」であろうと思う。 

（end） 

車を運転する方はよくご存知でしょうが、車のハンドルやブレーキには「あそ

び」が設けてあります。急激にハンドルやブレーキを操作しても、いきなり車

が方向を 変えたり急停止しないための「ゆとり」であり、それが車の安全性を

高めていま す。つまり「あそび」が自動車という機械と運転する人間とのイン

ターフェースに なっているのです。（ 偉そうな人がよく使う説教の一言）
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